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P R E S S  I N F O R M A T I O N
2014年4月12日

株式会社日本レースプロモーション

　2014年全日本選手権スーパーフォーミュラ第1戦鈴鹿サーキット大会の公式予選が、三重県鈴鹿サーキット国際

レーシングコース（1周5.807km）で行われ、アンドレ・ロッテラー（ペトロナス・チーム・トムス）が1分37秒022

のタイムでポールポジションを獲得した。2位にはクマール・ラム・ナレイン・カーティケヤン（レノボ チーム イ

ンパル）が1分37秒148で続き、3位は1分37秒159で中嶋一貴（ペトロナス・チーム・トムス）だった。ロッテラーは、

ポールポジション獲得ドライバーに贈られる「中日スポーツ賞」を授与された。

　なお、 カーティケヤンは午前中に行われたフリー走行中に、2014年全日本選手権スーパーフォーミュラ統一規

則 第28条10.に違反したとして決勝3グリッド降格ペナルティを受けたため、決勝レースは5番グリッドからのス

タートとなる。

　決勝レーススタートは、明日15時00分を予定している。

※記録の詳細は、別添付公式通知「公式予選総合正式結果表」をご参照ください。
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【ご参考】

１．スーパーフォーミュラ

　全日本選手権スーパーフォーミュラシリーズは、純然たるレーシングマシンであるオープン・ シングルシーターの

フォーミュラカーによって競われる国内最高峰の自動車レース。一般社団法人日本自動車連盟（JAF）が公認し、株式

会社日本レースプロモーションのプロモートによりフォーミュラ・ニッポンとして1996年にスタート。2013年より名

称をスーパーフォーミュラに変更した。

２．シリーズ賞典

　シリーズ賞典は、年間チャンピオン ドライバーには、株式会社日本レースプロモーションより賞金と、シリーズ  ド

ライバーズチャンピオンカップが授与されるほか、自由民主党モータースポーツ振興議員連盟より同連盟杯が贈られ、

観光庁より観光庁長官杯が交付される。また年間チャンピオン チームには経済産業省より経済産業大臣杯が交付され、

株式会社日本レースプロモーションより賞金が授与される。

３．レース車両

　シャシーはダラーラ社（イタリア）製のSF14。エンジンはホンダとトヨタが供給する、排気量2,000cc、直列4気筒ダ

イレクトインジェクション、Honda HR-414EまたはTOYOTA RI4Aを使用する。

タイヤはすべてブリヂストン製のワンメイク。

４．オーバーテイクシステム（OTS）

　新エンジンに採用される燃料リストリクター（燃料流量規制システム）を活用し、燃料供給量を上げて1回につき約5

パーセントのエンジン性能アップをもたらすことで、オーバーテイクを促すシステム。ステアリングにあるボタンを

押下することでアクティブとなり、1回のレースにつき原則5回、各20秒間使用可能となる。使用中はドライバーのヘ

ルメット後方にあるランプ（オーバーテイクランプ＝OTL）が点滅し、観客からも視認できる。またポイントリーダー

ドライバーは、赤色オーバーテイクランプ（リーダーズレッド）を装着している。OTLは、スーパーフォーミュラ独自

の仕組み。

※	PP：ポールポジション（予選1位）には1ポイント付与される（ドライバーポイントのみでチームポイントには加算されない）。

※	1大会2レース制の場合、第1・第2レース共に1レース制の得点の半分が与えられる。

※	Rd.7鈴鹿大会に限り、第1・第2レースの勝者には通常ポイントとは別に3ポイントが与えられ、ポールポジション＆2連勝で最大18ポイ

ントを獲得できる。

※	最終戦終了時点で、複数のドライバーまたはチームが同一のポイントを得た場合、高得点を得た回数が多い順に順位を決定する。

順　位 優 勝 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位 ９位以下 ＰＰ

１大会１レース １０ ８ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ １

１大会２レース ５ ４ ３ ２.５ ２ １.５ １ ０.５ ０ １

日　程 ラウンド／開催地 予選方式 決勝レース方式

４／１２〜１３ 第１戦／鈴鹿サーキット ノックアウト ２５０ｋｍ

５／１７〜１８ 第２戦／富士スピードウェイ ノックアウト ２レース制

７／１２〜１３ 第３戦／富士スピードウェイ ノックアウト ２５０ｋｍ

８／２３〜２４ 第４戦／ツインリンクもてぎ ノックアウト ２５０ｋｍ

９／１３〜１４ 第５戦／オートポリス ノックアウト ２２０ｋｍ

９／２７〜２８ 第６戦／スポーツランドSUGO ノックアウト ２５０ｋｍ

１１／ ８〜 ９ 第７戦／鈴鹿サーキット ノックアウト ２レース制
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●大会名称：	 鈴鹿2＆4レース

	 2014年　全日本選手権スーパーフォーミュラ　第1戦　鈴鹿サーキット

	 2014年　MFJ全日本ロードレース選手権シリーズ第1戦

●同日開催：	 2014年　全日本フォーミュラ3選手権　第1戦＆第2戦

	 Honda Sports ＆ Eco Program CR-Z 10リッターチャレンジ

	 Enjoy Honda 鈴鹿 2014

●主催：	（4輪）グループ・オブ・スピードスポーツ（GSS）／鈴鹿モータースポーツクラブ（SMSC）／株式会社モビリティランド

	 （2輪）一般財団法人日本モーターサイクルスポーツ協会（MFJ）／株式会社モビリティランド

●公認：	（4輪）国際自動車連盟（FIA）／一般社団法人日本自動車連盟（JAF）

	 （2輪）国際モーターサイクリズム連盟（FIM）／一般財団法人日本モーターサイクルスポーツ協会（MFJ）

●認定：	（4輪）株式会社日本レースプロモーション（JRP）／日本フォーミュラスリー協会（JF3A）

●後援：	 文部科学省／観光庁／三重県／鈴鹿市／鈴鹿F1日本グランプリ地域活性化協議会

	 ／一般社団法人鈴鹿市観光協会／鈴鹿商工会議所／東京中日スポーツ／中日スポーツ／中日新聞社

	

●前売観戦券（2日間有効）	 ＊4月11日（金）も入場可

	 大人	 ￥4,000（ゆうえんちモートピアパスポート1日付き）

	 中・高校生	 ￥1,700（入場のみ）

　＊観戦情報、チケットなどの詳細は、鈴鹿サーキットホームページ（http://www.suzukacircuit.jp/）をご参照ください。

■	 J SPORTS

	 放映時間：	 4月12日（土）	 13：30〜15：30 ［予選ライブ中継：J SPORTS 2］

		  4月13日（日）	 14：30〜17：30 ［決勝ライブ中継：J SPORTS 3］

	 ＊再放送、ダイジェスト番組については、SFオフィシャルウェブサイト（http://www.superformula.net/）でご確認ください。

■	 BSフジ『スーパーフォーミュラ2014』

	 大会ごとに55分間の特別番組を放送。

	 放映時間：	 本放送 4月19日（土） 11：00〜11：55　再放送 4月26日（土） 12：00〜12：55

■	 フジテレビONE／NEXT（フジテレビCS）『スーパーフォーミュラTV』

	 各レースのハイライト映像と現役参戦ドライバーをスタジオに迎えてのトークで構成された特別番組。

	 放映時間：	 本放送　4月18日（金） 22：30〜23：00　フジテレビNEXT

		  再放送　4月26日（土） 11：30〜12：00　フジテレビONE

	 ※インターネット有料チャンネル「フジテレビNEXTsmart」でも同時配信。

	

■	 Yahoo!  GyaO!

	 大会終了10日後よりスーパーフォーミュラの決勝レースを全戦オンデマンド（http://gyao.yahoo.co.jp/）にて配信。

■	 YouTube

	 予選ならびに決勝の競技映像をダイジェスト版にて配信（http://www.youtube.com/）。

	

※放送日、時間は予告なく変更される場合がありますので、SFオフィシャルウェブサイト（http://www.superformula.net/）でご確認ください。

＊ この件に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。

株式会社日本レースプロモーション（http://www.superformula.net/）

102-0074 東京都千代田区九段南2−3−25　平安堂ビル

e-mail：media@superformula.net

Tel：03-3237-0131　Fax：03-3237-0135

担当：遠藤 清人　携帯電話：090-3401-8112　e-mail：media@jrp-inc.jp


